
 

第三回 九州ＮＰＯ事業推進交流会 実施要項 

－-NPO、これからどうする?!-－ 

１．目的 

  今年はNPO法が施行されて１０年になる記念すべき年ですが、NPOセクターは苦しい

現状です。未曾有の経済危機のもとで、企業の寄付金や行政からの補助金カットなどが起

こっています。世界的に見ても NPO セクターはその財政な基盤を脅かされているのが現

状です。せっかく構築されはじめたばかりの企業や行政と NPO との連携や協働が、経済

危機とともに消失してしまうのでは日本社会にとって大きな損失です。今こそ、日本社会

にとって必要なボランティアや NPO の活動とは何かを考え、新しい社会をともに形成す

るため、この交流会を行います。 

 

２．主催  (特活)夢松原の会 

      第三回九州ＮＰＯ事業推進交流会実行委員会 

 

３．後援   福岡市社会福祉協議会 

       福岡市市民局 

 

４．日時   平成２１年１１月２９日(日)１３時～１６時 

 

５．場所   西日本新聞会社  会議室(１４階) 

 

６．対象   NPO・ボランティア活動を行っている団体や個人または関心のある市民１０

０人程度 

 

７．参加費  １０００円 

 

８．内容等(実施方法)  

日本のNPOのこれまでを振り返り、現状と今後の展望を考えるために、アメリカや

世界のNPOに詳しい東海学園大学の岡部一明教授（著書に『サンフランシスコ発:社会

変革NPO』お茶の水書房 など）に基調講演していただきます。アメリカのNPOの歴

史や展開、そして社会を変革してきたNPOの役割について、資料や写真をまじえた問

題提起をしていただきます。ついで、環境、町づくり、社会的企業やコミュニティ・ビ

ジネス、社会福祉、NPOサポートセンターの役割、行政との協働など、実際にNPOな

どで活躍されている参加者方々の活動や関心に応じたグループに別れて、参加者全員が

ワークショップに参加し、NPOの直面する現状と課題について論議する。話し合う３つ

のテーマは「NPOのインキュベーション（NPOを生み育てる基盤づくり）」、「NPOの

仕事づくり・人づくり」そして「NPOはどんな社会を作るのか、作れるのか」です。そ

れを全体で報告し、知事や市長などへ向けた提言書を作成する。  



【主な内容】 

１．開会あいさつ 

  安立 清史さん(はかた夢松原副理事長／九州大学准教授) 

２．基調講演(６０分) 

  岡部一明さん「NPO これからどうする」 

岡部さんは『サンフランシスコ発・社会変革 NPO』などの著書があり、アメリカでの豊富な

NPO 経験をおもちです。こうした経験をもとに、危機の時代にどう NPO が対応すべきなのか、

どんなことが出来るのか、そして NPO を生み、育て、社会で活躍できるための社会的な条件

づくり、行政と NPO との協働の仕方などを、写真をまじえたパワーポイントで紹介して問題

提起していただきます。 

 

３．ワークショップ(６０分)  

九州各地で先進的な NPO を運営していたり、NPO による事業展開や NPO サポートをされてこら

れた経験豊かなコーディネーターの方々にテーブルごとに問題提起・課題提起していただき、

参加者全員で、NPO の問題や課題を話し合い、知恵を出し合うワークショップです。論議する

主なテーマは次のとおりです。 

① 「NPO のインキュベーションの場所づくり」 
② 「NPO の人づくり」 
③ 「NPO の仕事づくり、事業づくり」 
③「NPO はどんな社会を作るのか・作れるのか」 

 

■テーブルごとの話題提供者 

①西 健太郎 さん(まちづくり・環境) 

②松村 一芳 さん(コミュニティビジネス) 

③竹内 裕二 さん(環境・まちづくり) 

④瀬戸 紀子 さん(ホームレス支援) 

   ⑤松崎 百合子さん(女性問題・DV 関係) 

   ⑥小田 哲也 さん(教育・フリースクール) 

 

４．全体会(５０分) 

  各グループの発表(２０分) 

  コメント(１０分)     岡部 一明さん(愛知東邦大学教授) 

  質疑等 (１０分) 

全体のまとめ (１０分)  安立 清史さん(九州大学准教授) 

 

５．提言書の作成とアクションプラン－閉会あいさつ 

  川口 道子さん(はかた夢松原理事長) 

 

 

 


